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     恵みの法則(Ⅰサムエル記30:21-30)
時代ごとに世を維持して動かすためのシステム、流れというものがあります。特に、今の時代においては大きな2つの流れをもって世を維持し、また、動かしています。その一つが、資本主義というものです。それは基本的に、個人の自由を認めること、それによって互いに競争することを許します。ひとりひとり皆にチャンス、機会を与えることになるでしょう。そして、その競争や個人的に努力した結果、得られたものがその人の所有になるというしくみです。ですから、資本主義の中では、想像力というものが鍛えられるようになり、それによって競い合うというしくみなので、どんどん発展を遂げていくということになります。その反面、そのように進んでいるものとそうでないものとが生まれることによって格差ができてしまうのが、また資本主義でもあります。貧富の格差、階級の格差、実力、学力などの格差というものによって、社会の不条理みたいなものが生まれるようになるでしょう。ですから、資本主義の中では、仕方がなく勝ち組、負け組というものが形成されるしかありません。長所もあり、短所もあります。この格差に耐えられない、受け入れることができないという反発によって生まれるものが社会主義というものです。ということで、社会主義は基本的に個人の自由というものをある程度、制限することにします。その代わり、国がその権限を握ることになるでしょう。なぜかというと、資本主義にある矛盾、格差をなくすために、社会全体ができるだけ平等になるようにしようという理想的なキャッチコピーを掲げるようになるのです。しかし、残念ながらキャッチコピーは良いものですが、人間そのものが自分中心の本性を持っているものなので、なかなかモチベーションが持てないのです。努力しても皆のものになるのであれば、自分のものにならないのであれば、そんなに努力する理由などあるかよとなります。ですから、あまり一生懸命、頑張ったり、創造性をもって挑戦してチャレンジをしたりということが欠けてしまうようになります。どちらにしても正解にはなりません。しかし、世の中を維持するために、ある意味、仕方がなく、穴だらけであり限界のあるシステムですが、維持して動かすためにはこれらの何かに乗っていかないといけないでしょう。しかし、信者の私たちがしっかり理解しないといけないのは、このような資本主義であれ、社会主義であれ、他にいろいろなシステムがあるでしょうけれども、これは基本的に神様なしで、神様を認めないまま、この世を維持するためのシステムであるということをまず理解しないといけません。ですから、必要不可欠なものであると同時に限界あるものであり、正解にはなれないものです。もちろん世の中がこのようなシステムによって動いているので、信者の私たちもこの世を生きていくためには、この流れ、このシステムに乗っていかないといけないということは否定しません。特に、日本の場合は、どちらかと言いますと、資本主義の方に入っていて、私たちも当たり前なことにそのような流れに慣れているものです。このようなシステムによって動いているこの世に、神様は教会を建てました。そして、教会として私たちを召されたのです。教会はどのシステムにも、どのような法則にも縛られることなく、また、それが当てはまらないところです。世のシステムなどから実は自由になって、そこを飛び越えていかないといけないものです。
なぜなのでしょうか。教会はこの世が認めていない神様、創造主である神様と出会い、その神を愛し、神を礼拝するところです。そして、その神様が主人であると告白している集い、その群れが教会であるので、神様なしで出来上がったシステムが、実は当てはまらないところです。だから、教会は因果応報的な法則に基づいた資本主義や社会主義のような法則ではなくて、この世において教会だけが唯一、神様の恵みの法則に従って動いているものです。それを今この時代を生きる私たちは、そして、何かのことで資本主義や場合によっては社会主義的なものに染まっていたところから救われた信者の私たちがしっかりと肝に銘じて覚えていないといけません。もう一度申し上げます。教会は、この世の中で唯一恵みの法則に従うところです。教会はそのスタートそのものから恵みによるものです。つまり、私たちが教会となるために神様によって救われることになります。その救いそのものが恵みの法則によるものです。絶対に許されることのできないものだった私たちが許されました。これを恵みと言います。神様に愛される資格など1ミリも持っていない存在だったのに、神に愛され、その愛は尽きることのないものです。これが恵みというものです。私たちは意識的に、あるいは知らずに、神様に本能的に敵対するしかない本性を持っているものなのに、神様の恵みによって「おまえは私の子なのだ」と神の子どもとされるようになりました。ありえないことでしょう。神様の恵みなのです。生まれながら神の御怒りを受けるしかない、そして、地獄に行くしかない運命に捕らわれているものだったのに、神様のいのちが与えられ、天の御国の国籍が与えられることになりました。このように救われることになり、このようにスタートしました。スタートそのものが恵みなのです。ですから、聖書には、神様の恵みをこのように表現しています。「計り知れない神の恵み」と。これは大きな恵み、あふれ出る恵みという大きさの意味もありますが、人間が持っている物差しでは計ることができないし、人間の物差しそのものでは当てはまらないという意味があるわけです。神様の恵み、救いの恵み、それは計り知れないものです。だから、ただ一つ、神の御子、イエス・キリストを通してのみ、説明することが可能なものです。ほかは何も当てはまらないし、何も物差しになることはできません。ただただイエス・キリストだけです。ローマ5：8には、このように書いてあります。私たちがまだ罪人であったとき、イエス・キリストが十字架で死なれることによって、私たちに対する神様ご自身の愛を明らかにしておられると。まだ罪人であったときにと。計り知れない神の恵みを言っています。イエス様が変貌の山に弟子たちを連れて行かれたときに、マタイ17：8を見ますと、最初、モーセが現れ、エリヤも現れて、イエス様と3人となりました。しかし、最終的には、エリヤも消えてなくなり、モーセも消えてなくなり、そこにイエス・キリストの他には誰もいませんでした。キリストオンリーなのです。キリストしか見えません。神の恵みというものは、他の何かを見ていては全く理解できません。ですから、恵みの法則というものは、キリストしか見えないことなのです。ヨハネ8：9を見ますと、現場で姦淫の罪を犯していた女の人が、石を投げられ打ち殺されそうとしていたその時に、イエス様が彼らを退けて、その女の人に聞きます。「あなたを殺そうとしていた人々はどこにいるのか」。彼女が頭を上げてみると、誰もいません。そこにその女性とイエス様だけが残っていました。イエス様しか見えないと。それ以外は、恵みの法則は理解できません。これが神様の恵みの法則であり、その法則によって私たちはいのちに預かるようになりました。

そして、そのように救われたひとりひとりが、これから残りの生涯、今までとは違う信仰生活を送るようになります。その信仰生活、それも恵みによるものです。多くの人が、救いは恵みですが、信仰は努力によってとついつい言います。しかし、スタートも恵みであり、その後の信仰も恵みなのです。信仰生活というものは、神様から与えられました祝福を存分に味わうことであり、それによってこれから備えられて与えようとしていらっしゃるその祝福をしっかりと手に入れること、それを信仰生活と言うのではないでしょうか。その時に、先程も申し上げましたように、私たちがついつい混乱してしまうことが何かと言いますと、信仰生活は自分でやるものです。誰かが代わりにやってくれるものではないという意味で自分でやるものなのです。ですから、信仰の結果も自分によって得られたものになるわけです。そこで信仰生活は恵みではないかのように、因果応報の法則がそこに入り込もうとする場合がありますが、そうではありません。自分でやるものであって、自分が何かを作り出したかのように見える、それも事実です。にもかかわらず、不思議なことに自分でやることではありません。これが恵みの法則です。パウロは刑務所の中で、コリントの教会にこのようにおあかしを書いて送りました。パウロは誰より神様のために、また福音宣教のために苦労して、迫害を受けて大変な目に遭い、そして、様々な大きな、大きな奉仕、働きをしていた者です。そのパウロがこのようにおあかしをしています。Ⅰコリント15：10です。「ところが、神の恵みによって、私は今の私になりました」。自分で苦労して、自分で伝道して、自分で頑張ったのにも関わらず、私が私であることは神の恵みなのです。「そして、私に対するこの神の恵みは、むだにはならず、私はほかのすべての使徒たちよりも多く働きました。しかし、それは私ではなく、私にある神の恵みです」。これが信仰生活の法則です。ダビデも言いました。Ⅰ歴代29：16、神殿を建てるために、ダビデが持っていたほとんどのものを捧げ、また国民の人々があらゆるものを集めて献金を捧げるようになります。それから、ダビデがその神様にお祈りを捧げる時にお祈りしていた内容です。「私たちの神、主よ。あなたの聖なる御名のために家をお建てしようと私たちが用意をしたこれらすべてのおびただしいものは、あなたの御手から出たものであり、すべてはあなたのものです」。私たちが精一杯、感謝をもって捧げました。他の誰かではなくて、自分が捧げました。それにも関わらず、神様の恵みなのです。ということでパウロは、Ⅰコリント1：30-31に、このように勧めています。「しかしあなたがたは、神によってキリスト・イエスのうちにあるのです。キリストは、私たちにとって、神の知恵となり、また、義と聖めと、贖いとになられました。まさしく、「誇る者は主にあって誇れ。」と書かれているとおりになるためです」。自分がやって、神によってほめられるわけですが、自慢することなどは、誇るようなことは何一つないと告白するものを信者と言います。
なぜでしょうか。自分がやったのに、自分がやったわけではありません。私が私であることは、このような献身ができたのは、このような祝福が与えられたのは、神様の恵みによるものです。教会は恵みの法則に支配されるところです。ですから、この恵みの法則に従うとなれば、神様から与えられた祝福と答えそのものが自分のものとして、自分にとどまっていないで流れ出るしかないものになります。これが恵みの法則の結果です。つまり、信仰生活において、目に見える、目に見えない様々な祝福が与えられ、いろいろな答えに預かるようになりますが、その祝福と答えが誇り、自慢となるとか、高慢になるような材料には一切なることができません。むしろ、神様の祝福と答えがあるとすれば、更に謙虚になり頭が下がるしかないし、心からの感謝の他に何もないものです。言葉を変えますと、同じ信徒なのに、同じ教会で信仰生活を営んでいるのに、目に見える形の祝福と答えがいろいろ異なったり、また比べられるようなもののように思われるときもあります。にもかかわらず、祝福と答えによって人を天秤にかけるようなことはありえない、許されないということが恵みの法則が分かっているということではないでしょうか。先程も申し上げましたように、恵みの法則は、人がやったのにも関わらず、また人に届いたのにも関わらず、人が隠れてキリストが現れるものなのです。どんな祝福をいただいて、どのような答えがあったとしてもキリストオンリー、キリストだけが誇りになるということでしょう。
今日の聖書の箇所は、ダビデがアマレクの奪われていた家族や国民、すべてを奪い返すことになります。プラス、そのアマレクの戦利品まで持ってくるようになりました。しかし、戦争に出る前に、途中で600人いた兵隊の中の200人ぐらいが疲れ切って、もうこれ以上、進むことができません。そこでダビデは「ここで休んで本部を守りなさい」と指示しました。そして、帰ってきた時には、その奪ってきた戦利品を皆に分配するようになるでしょう。その時に聖書の表現によりますと、意地の悪い、よこしまな者という表現がありますが、これは後でまた解釈を正さないといけないと思いますが、そういう人たちがダビデに懇願するようになります。「私たちが命をかけて戦場で戦って得られたものなのに、何もしないで本部で事務の仕事をしていた者に一緒に分け与えるということは、これはとんでもないのではないでしょうか。これはありえません」と言ったわけです。その時、ダビデが、あなたがたが戦うときにも、勝ったときにも、すべて神様が、神様が、神様が…と話しながら、そういうわけにはいかない。同じく皆に分配しなさい。それに留まらず、町に戻ってあらゆるところにいた町全体に戦利品を配ることになりました。格好良いでしょうけれども、正直、皆さんが見たときには、ここで意地の悪い、よこしまな者と言われている人の話とダビデの意見と、どっちが納得できますか。当たり前に私が苦労したのだから、資本主義的な思想をもって、そっちのほうがずっと納得いくものではないでしょうか。しかし、普通に考えるとそうかもしれません。しかし、彼らは恵みの法則が分かっていませんでした。ダビデは、普通に考えるとおかしいのではと思われるでしょうけれども、ダビデは恵みの法則が分かっていたのです。つまり、縮めて申し上げますと、ダビデはこの状況の中で私が戦った、あなたが休んだではなくて、キリストしか見えないわけです。しかし、彼らをなぜ意地悪い、よこしまな者と言ったのかというと、彼らはキリストを見落としているわけです。キリストを忘れるわけです。そこが問題なのです。だから、恵みの法則から外れていくようになるわけです。初代教会を見ますと、キリスト・イエスの福音を聞き、皆がいのちの祝福に預かるようになった、その後の反応です。使徒2：44-45を見ますと、「信者となった者たちはみないっしょにいて、いっさいの物を共有にしていた。そして、資産や持ち物を売っては、それぞれの必要に応じて、みなに分配していた」。これが恵みの法則による結果というものです。キリストしか見えない、自分のものがもう自分のものではない。社会主義の人たちがこれを引用して使うのですが、そういう意味ではありません。仕方がなく分配するのではなくて、この恵みの法則によって心からの感謝と喜びによって献身に走るという結果だったということです。

改めて申し上げますが、世を維持するための仕方のないシステムというものは、人間中心であり、その一番底を流れるものは因果応報の法則です。しかし、恵みの法則はそれとは違います。因果応報の法則は、その人がどうなのかによって結果が決められ、そして、その結果をその人が食うということなのです。良いものであれ悪いものであれ。しかし、恵みの法則は、その人によって得られた結果ですが、自分のものである以前に、その結果が神様のものなのです。したがって他の人のもの、兄弟のもの、教会のもの、この世のものになるということが恵みの法則なのです。そのような恵みの法則によって、疲れて戦場に出ていなかった人に、人間的に比べると不公平ではないのかと思うような分配をしました。彼らは同じ神の子どもであり、同じく伝道者の道を歩まないといけない共同体だったので、この恵みの法則が適応されていくものです。お話を申し上げましたが、私たちは恵みの法則などに慣れていないし、資本主義か社会主義的なものに慣れているので、教会に来ていてもなかなか恵みの法則に従わない場合が多くあります。しかし、今日限り、教会、信者の私たちは恵みの法則に従うものです。この世のどのような理論やイデオロギーや思想、システムなどを用いても当てはまることのない唯一独自のものです。そのような理解をもって、より豊かな恵みにあふれる祝福を祈りたいと思います。そういう意味で、教会の中には勝ち組、負け組などは存在しません。教会の中には、優越感、劣等感などは許されません。そういうことは必要としていません。比較しあうことも教会の中にはいらないものです。神様はすべての信者を公平に愛していらっしゃいます。ローマ8：32、「私たちすべてのために、ご自分の御子をさえ惜しまずに死に渡された方が、どうして、御子といっしょにすべてのものを、私たちに恵んでくださらないことがありましょう」。すべての信者に同じ恵み、祝福を与えられました。ですから、その恵みを信じて、祝福を信じて、それぞれ存分に信仰に立って味わうことをお勧めし、また祈っていきたいと思います。比較したり、不平不満に走らずに、今許されているまま、今ありのままを感謝とともに味わい、そこにある神の答えをしっかりと得ていきたいと願います。それを管理人の姿勢と言います。10タラント、5タラント、2タラント、1タラント。10は羨ましい。5は半分ぐらい。2は縮まって、1はだめというような比較などはいりません。10がどうした。5がどうした。神様から与えられているものです。10タラント与えられているから神の愛が10で、5タラントだから神の愛が5とか、そういうことは教会にはありません。神様の様々な目的のゆえに、ある人には10、ある人には5が与えられるので、同じ恵み、同じ愛なので、不平不満、また比較せずにそれを喜んで感謝して味わい、そこから神様が備えられた実りを味わうようになるということでしょう。そして、その答えが教会に流れて、教会を通してこの暗やみの世に流れるようになる、これが恵みの法則です。何かの祝福があって答えがあった場合に、自分が他の人より優れて偉いから、また、もっと熱心に祈ったからではありません。神様がより弱い人のために、厳しい人たちのために、彼らに流すために、その人に許されたという意識を持たないといけません。ともに伝道者の道を歩んでいくために、そのようなやり方で神様がなさいました。そのために神様が私に任されたものなのです。だから、自分のものである以前に、それが兄弟たちのものであり、そして、世のものになるわけです。そうでない者は、答えられた、祝福された、私は偉いで終わりです。もし皆さんがいただいている祝福や答えというものが、他の兄弟たちにプレッシャーになり、負担になり、また劣等感をもたらすものであれば、その人がまだ信仰的に弱いからそうなるのは仕方がありませんが、そういうことになれば私たちは恵みの法則には立っていないことなのです。私が恵まれて、私が祝福されたことが、弱い他の人たちに恵みにならないといけないものなのです。恵みの法則なのです。自分のものではありません。それが他人と比較したり、しいては他人を無視したり、見下したりというような道具になるのであれば、その祝福はもう腐っていくようになるでしょう。神様は、皆さんを通してこの世を変えようとしていらっしゃるので、信者の皆さんに祝福と答えを用意していらっしゃいます。経済の答えがある場合もあるし、伝道の働きによる実りもあるし、健康の答えもあるし、様々な祝福と答えが用意されています。その答えによって、個人的に答えられたものは必ずそれが教会の祝福になるように。そして、教会がそのように祝福の答えに預かった場合には、他の教会の祝福になるように。それが世の祝福につながるようにしていかないといけません。もちろん今の私たちの教会は、まだ小さいので他の教会を助けるような力がそんなにはないかもしれませんが、小さいところから基本的な思想、姿勢というものは、私たちに何かの神の祝福と答えがあった場合には、私たちの教会に留まらずに、それが他の教会に流れ出るようにしないといけません。このようなシステムを作らないといけません。個人的にも同じものです。それによって神の国がどんどんこの暗やみの世の中に広まっていくようになるでしょう。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。この世の法則とは全く異なる、それに当てはまらない恵みの法則によって救われ、その恵みの法則によって今も導かれていることを覚えて感謝を捧げます。どうか恵みの法則を邪魔する以前のものを振り払い、恵みの法則によって、神の祝福と答えが、キリストだけがほめたたえられるものとなる道具であり、教会とこの世にこの祝福が流れるための祝福となるようにひとりひとりを導いてください。この恵みの法則に従って、ここに集っている兄弟姉妹ひとりひとりに神の豊かな祝福、神の豊かな答えが現れることを心からお祈りいたします。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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